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主体的に学ぶ
態度の育成

学習に対して主体的に
取り組んでいるか。

3.0 ー 3.1 ー

学習内容は定着してい
るか。

2.5 2.9 3.3 ー

学校は、分かりやすい
授業を行い、一人一人
を伸ばす指導に努めて
いるか。

3.1 3.0 ー ー

宿題等の家庭学習に確
実に取り組んでいる
か。

3.2 2.9 3.7 ー

読書活動の推
進

読書量の増加、読書活
動の意欲向上が図られ
たか。

3.1 2.1 3.0 ー

学校へ登校することが
楽しいか。

3.1 3.5 3.3 ー

命について考えたり、命を守る行
動を実践したりする学習を通して、
児童が命を大切にしようとする態
度が身に付いているか。

3.2 ー 3.7 3.5

自分からあいさつをし
ているか。

2.6 3.0 3.4 3.1

校内外のきまりを守ろ
うとする態度が身に付
いたか。

2.8 3.4 3.3 3.5

自分や友達のことを大
切にし、仲良く過ごし
ているか。

3.1 3.4 3.5 3.6

学校は、子どもたち一
人一人の「よさ」や「が
んばり」を、認めたりほ
めたりしているか。

3.3 3.1 ー ー

3.2

〇　十分に楽しんでいる。学校に行くのを楽しみに
している。
●　楽しくないと回答した児童が１７％という数字
は少し心配である。原因の把握が喫緊の課題であ
る。
〇　学校外の地域では、あいさつがされていると
思います。
●　あいさつについてはだいぶよくなったが、ま
だ言えない子、声が小さい子がある。
●　あいさつをする子としない子の差が大きく感
じる。
●　登校班では、高学年が率先してあいさつをす
る姿を見せることが重要。
●　あいさつやきまりを守ろうとする態度は大人
が率先して示すことが大事だと考えるので、先生
方からも積極的にあいさつをしてほしい。
●　多様性の時代の中、個人の違いを認め合い、
尊重し合うことをどう理解させるかが課題であ
る。
●　６年生の先輩が優しいのか、何をしても無視。
先輩を立てることを教えてほしい。

3.23

学
力
の
向
上

当該学年の学
習内容の確実
な定着

望ましい人間
関係の醸成

○　命を大切にする態度やきまりを守ること、友達と仲
良くすることについては、児童の自己評価は高かった。
交通事故は、０件であった。今後も常時指導を継続し、児
童の豊かな心の醸成を目指したい。

〇　学校へ登校することが楽しくないと回答した児童が
１７％いた。その原因をしっかり明らかにしていく必要が
ある。毎月実施している児童へのアンケート結果を基
に、確実に教育相談を行い、児童の望ましい人間関係の
醸成や早期の悩み解消に努めていきたい。また、本年度
も保護者向けアンケートも実施し、児童アンケートだけで
は得られない情報を収集することができた。次年度も継
続して、早期発見・早期解決につなげていきたい。

〇　あいさつについては、児童の評価は高いが、職員や
保護者の評価は低い。学校であいさつはしているが、声
が小さい。そのため、学校外や地域でのあいさつについ
ても児童の声が聞き取れないということも考えられる。
本年度は、児童委員会が児童玄関前で朝のあいさつ運
動に取り組んだ。高学年がしっかりあいさつすること
で、下級生へのよい手本となるので、具体的な場面（登
校時にスクールガードの方と会った時など）を示して、常
時指導を継続していく。

次年度に向けた改善策

〇　児童が主体になる授業づくり
については、他校との合同研修の
中で、情報交換や協議をしてきて
いる。児童一人一人の学力向上に
向けてさらに研究を深めていく。
〇　校内でタブレットPCを使う時
間や使用するアプリについて職員
間で検討した。児童にも伝え、タブ
レットPCの使い方について共通理
解することができた。家へ持ち
帰った時の使い方についても、再
度保護者と共通理解していく。
〇　家庭の日（毎月第３日曜日）の
親子読書タイムの取組を通して、家
庭での読書の質について考えさせ
るとともに、読書の習慣化を図っ
ていく。
〇　学年に応じた本の選定を意識
させ、読書の質の向上を図る

学校関係者評価コメント（成果〇と課題●）

〇　命の大切さに関しては、日常生
活の中で常に意識させ、自分事と
して捉えることができる児童を育
成していく。
〇　今年度は、児童会が中心と
なったあいさつ運動を実施した。
今後は、そのあいさつの輪を広げ
られるような活動に取り組む。
〇　児童向けだけでなく、保護者向
けの生活アンケートも定期的に
行ってきた。児童アンケートでは知
りえなかった情報も保護者から得
ることができたので、児童が安心
して学校生活を過ごせるようさら
に保護者と連携を図っていく。

●　こつぐん（プリント）をやったりやらなかったり
など、宿題の取組が学年（先生）で差が激しい。
ギャップに戸惑わないように一定の整合性を取っ
た方がよいのでは。
○　提出することが目的の宿題にならないように
すべきであろう。山形県の日新小学校のように
「提出不要の復習プリント」を取り入れたらどうだ
ろうか。
●　外で遊んでいる児童を見かけない。ゲームを
しているのか、塾に行っているのでしょうか。
●　子どもの会話は必ずゲームの話である。
●　学習内容の定着については、児童と先生方に
大きなギャップがある。児童は分かった気になっ
ていたり、誤った理解をしたりしているのではな
いか。
●　授業を積極的に改善してもらいたい。
●　教科書を使った（教科書に沿った）教育を願
う。
●　教材よりも教科書を使った教育を願う。
●　宿題をしてこない児童は、内容が分からない
からやらないのか、分かっていてやらないのかど
ちらであろうか。分かっていないなら提出を期待
するのは難しいであろう。
●　本の貸出数が２万冊を超えるのは評価できる
が、貸出冊数＝読書量ではないので注意が必要で
ある。図書館に勤務した経験から借りたことで満
足してしまう児童が多い。このあたりが保護者の
評価が低い理由と思われる。
●　貸出冊数ではなく、内容だと思います。
●　児童が本を借りていたら、「どんな内容なの」
とか「面白いところを教えて」とか声かけをしてみ
てほしい。

評価指標
（児童の意識・姿・態度）

〇　児童の「学習への主体的な取組」についての自己評
価は、「そう思う」「だいたい、そう思う」が８割を超えて
いた。学習への主体的な取組は学力の向上につながる
ので、児童が自ら進んで考える活動を取り入れるなどの
工夫が必要である。本年度も、職員全員で指導法改善や
授業の振り返り等の授業研究を行って授業改善に取り
組んできた。これからも、日々の授業の積極的な改善に
努めていきたい。

〇　「学習内容の定着」については、児童の評価と比較し
て、職員や保護者の評価が低かった。児童は、授業中、内
容を理解しているのかもしれないが、その後の復習不足
で定着していないことが考えられる。

〇　家庭学習については、児童の評価は3.7だが、職員
の評価が3.2、保護者の評価が2.９と低い結果であっ
た。各学年で示した学習時間の目安（低学年～３０分、中
学年～４５分、高学年～６０分）を達成できていない。宿
題をしてこない児童が一定数おり、同じ児童が忘れがち
という実態がある。

〇　読書活動については、保護者の評価が2.1とかなり
低い結果となった。しかし、図書室の貸出冊数は１２月６
日（金）現在、１４,７００冊を超えており、昨年度同様、年
間２０,０００冊に到達することが期待できる。また、児童
は、くれよん号（市立移動図書館）が来るのを心待ちにし
ており、くれよん号からの貸出数も多い。学校で読む機
会は確保されており読書習慣は身に付いているが、学年
が上がるにしたがって少年団や習い事、メディアに時間
を費やすようになり、家庭では本を読む時間が限られて
いるため、保護者の評価が低くなっていると考えられ
る。

自己評価コメント
職員の
評価

保護者
評価

児童
評価

地域の
評価

自己
評価
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学校関係者
評価

自他の命を大
切にする態度
の育成

基本的な生活
習慣の定着

豊
か
な
心
の
醸
成

本校の教育的課題



早起き、早寝が習慣化
されているたか。

3.2 3.2 3.3 ー

朝ごはんは習慣化され
ているか。

3.4 3.2 3.8 ー

保健衛生習慣
の定着と健康
や安全に対す
る実践的な態
度の育成

手洗い・うがいなどの
保健衛生習慣が身に付
いたか。

3.1 2.9 3.4 ー

体力の向上

体力向上プランをもと
に、体を動かした遊び
や日常的な運動習慣の
形成や、体力の向上が
図られたか。

3.1 2.9 3.4 ー

参観日や学級通信、学
校通信、ホームページ
で、学校や学級の様子
を発信できているか。

3.7 3.5 ー 4.0

学校や担任は、保護者
からの相談に誠意を
もって対応している
か。

3.8 3.1 ー

学校は、お子様のこと
を相談しやすいか。

ー 3.0 ー ー

学校は、地域からの依
頼や相談に誠意をもっ
て対応しているか。

3.6 ー ー 3.7

地域人材や素材を活用
した学習を通して、ふ
るさとのよさを感じ、
ふるさとを愛する心情
が育っているか。

3.5 3.4 ー 3.6

児童は、地域の行事に
参加しているか。

ー ー ー 4.0

児童の安全に
関する連携

学校・家庭・地域が連携
して児童の安全を守っ
ているか。

3.7 3.4 ー 3.4

ふるさと教育
の推進

安定した生活
リズムの形成

体
力
の
向
上

〇　本年度の学校保健委員会で
は、PTAが学校に積極的に協力し
て「睡眠時間とメディアコントロー
ル」について取り組んできた。２年
計画で実施しているので、来年度
も保護者への啓発など、内容の充
実を図りながら取り組んでいく。
〇　家庭でのゲームやスマホの使
い方、ルール作りについては、家庭
と情報交換するなどして連携して
いく。

〇　生活リズムはほぼできていると思われる。睡
眠は記憶の定着や整理と密接な関係があるので、
その重要性も伝えてほしい。
●　メディアコントロールが必要と考える。
●　タブレットPCを持ち帰り、タイピングソフトや
ブラウザゲームなどを行うことが多く、メディアコ
ントロールが難しい。
●　パソコンやスマートフォンなどの使用は、時代
の流れであり止めることはできないが、学校・家
庭での指導がより重要になると思います。
●　近年の夏場の気温では外遊びができないのは
仕方ないが、春や秋でも公園に集まってもゲーム
をしている子どもたちが多い。
●　各家庭でゲームやスマホのルールを作ってい
るのだろうが、高学年では６割がルールを破って
しまうという調査結果もあるので、難しい問題で
ある。
●　特に挙げれば、学校のイベントでなく、地域の
事業にも保護者共に参加を増やし、地元に根付い
てほしい。
●　定期的な保健指導は必要である。
●　手洗い・うがいについて保護者の評価が低い
ということだが、保護者はやっているのであろう
か。「子は親の鏡」である。
〇　一律の体育の授業ではなく、苦手な子を別メ
ニューで指導し、運動習慣を身に付けさせるなど
の工夫も考えられる。

〇　積極的に情報発信をされており、評価できる。
〇　ホームページをチェックする人は少なくなって
いくので、SNSなどでの発信も検討してはどう
か。
●　先生たちが多忙なことは理解しているが、保
護者が頼れるのは先生方なので、適切に対応して
いただければ有り難い。
〇　地域行事とPTAの連携がとられており、よい
と思う。（夏祭りなど）
〇　現在の状況はとても良いと思う。
〇　ふれあい体験活動やキャリア教育座談会に多
くの地域の方々が参加・協力していることは評価
できるので、今後も続けてほしい。
〇　スクールガードについては、地域によっては交
替で立たれてますが、皆さん大きな声であいさつ
をしてくださり、元気が出ます。
〇　児童は、六月灯など地域の行事によく参加し
ていると思う。
〇　子どもたちは、地域のいろいろな行事にはみ
んな喜んで参加しています。
〇　先生たちの人となりを知るためにも、PTA総
会後に乙房公民館で職員（先生方）・保護者・地域
の人との会合が復活することを願う。
●　炊き出し訓練を実施できなかったことは残念
である。

〇　今後も、積極的にホームページ
や学校だよりなどで、学校の様子
を保護者や地域の方に発信してい
く。
〇　学校の行事に積極的に参加し
てくださるのはとても有り難いこ
とである。参加しやすかった、参加
してよかったと思っていただける
よう、方法や内容を工夫していく。
〇　地域の行事に児童が参加でき
るようにするには、保護者の協力
が不可欠である。地域と連携した
活動が盛んになるよう保護者の意
見を取り入れながら、ふるさと教
育を推進していく。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

積極的な学校
の情報発信と
相談体制の充
実

○　学校通信を保護者や地域に配付したり、ホームペー
ジを毎日更新したりして、保護者や地域の方へ学校や学
級の児童の様子を伝え、高い評価をいただいた。

〇　保護者からの相談への対応について、職員の自己評
価は高かったが、保護者の評価は「そう思う」「だいた
い、そう思う」が８割であった。対応のどのような点が不
十分であったのか再考する必要がある。今後も誠意ある
対応に努めたい。

○　スクールガードの方をはじめ、児童の安全に関わっ
ていただいていることに大変感謝している。本年度は、
乙房壮年部や乙房自治公民館と協働で「炊き出し訓練」
を計画した。雨のため実施はできなかったが、学校と地
域が同じ目的をもって協議できたことはとても意義深
い。

○　地域の祭りやイベント等、地域とつながる活動が増
えることで、児童が地域の一員として自覚する機会とな
り、ありがたかった。

○　「乙房ふれ愛祭り」を本年度も実施できた。ふれあい
体験活動やキャリア教育座談会に多くの方が講師として
参加してくださり、地域人材を活用した学習を進めるこ
とができた。今後も地域人材や素材を活用した学習の推
進により、ふるさとのよさを感じ、ふるさとを愛する心
情を育てることを目指していきたい。

3.6

3.2

○　朝ごはんについては、児童・保護者・職員とも、ほぼ
習慣化できていると回答している。早起きと早寝につい
て、まだ習慣化していない児童もいるので、定期的な保
健指導の徹底も必要と考える。

○　手洗いやうがいなどの保健衛生習慣については、児
童の意識は高いが、保護者の評価は低い。学校では日常
的に指導されるので実施しているが、家庭では自主的に
できていないようである。少しずつ保健衛生意識が低く
なっている可能性がある。

〇　１学期終わりから２学期前半にかけて熱中症アラート
（危険）が出る日が多かった。外遊びができない日が続
き、昼休みにエアコンが作動している教室内でタブレット
PCを触る機会が多くなり、運動習慣が途切れてしまっ
た児童もいるようである。

〇　ゲームやスマートフォンを夜遅くまでしている児童が
一定数いるという昨年度の反省を基に、本年度、PTA保
体部と協力して、学校保健委員会において、「メディアコ
ントロールと睡眠時間」をテーマにした活動を実施した。
アンケートをとり、参観日の懇談でも話題とするなど、全
校で取り組んだ。
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